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概要
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1 はじめに ー

1 はじめに

ここで挙げられている種々の規準は、現実的なラベリング作業には迷いが生じないよう十分配慮されて決められ

たものではありますが決して完全なものではありません。今後の新しいデータが加わるに従って新たな問題が生じて

くる可能性がないとは言えません。従って、ラベリングに従事される方々はここで挙げられた規準を基本とし、規準

にあわないサンプルについては熟練者や研究員との打合せによって進めてゆくようにお願いします。

また、この音声ラベルは音声学や音韻論で論ぜられる首尾一貫した体系に基づいて決められたものでもなく、エ

学的にスペクトル変化を示す物理獄をそのまま用いて決められたものではありません。従ってこのラベルを用いる研

究者の方々には、とこで用いられてる規準の内容を理解され、各々の目的に応じたラベルの使用をお願いしたいと思

います。
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2 音声データのラベリング

音声合成、音声認識、音声知覚といった音声研究を進めてゆく上で種々の音声データが必要となっています。こ

れらの音声デークは電子計算機上で扱いやすい形に整理され、種々の情報を追加して蓄えられます。この情報のなか

で、発話した内容との対応付けをとったいわゆる「音声ラベル」は非常に有用なもので、これまで種々の研究で使わ

れてきています。

音声データのラベリグとは、物理信号としての音声波形に対し、抽象的概念である音素（音韻）といったものを

対応付けることです。対応付けの決め方によって種々の異なったラベリングが可能です。

ATRではその発足以来、音声デークの収集と音声ラベルの付与をしてきましたが、この音声ラベルについては

これまでラベルの付与例についての資料があるだけで (ATRテクニカル・レボートより「研究用日本語音声データ

ベース利用解説書TR-1~0028:TR-A-0026 」 「音声デークベース構築のための視察に基づく音韻ラ

ベリングTR-I-0019:TR-A-0019」)具体的なラベリング規準については明文化したものはありま

せんでした。このため、実際ラベリングに従事する人々の間では、作業をする上で問題となる箇所を列挙し、新しく

ラベリングを始める人達の資料としてきました。本稿はこの資料に基づいて作成しました。
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3 表記について

3.1 ヘボン式ローマ字

記述は原則としてヘボン式ローマ字を用いる。 （参照： 4ページ表 1·2• 3) 

3.2 ラベルの階層

1. 音声記号層 (layer_l)

単語、文章等をヘボン式ローマ字に対応させ母音部と子音部に分割して記述する。原則として 1区間に 1音を

記述する。

2. イベント層 (layer_2)

各音声記号内の過渡的状態等を記述する。

3. 異音化層 (layer_3)

無声化及び摩擦音化区間を記述する。

4. 融合化層 (layer_4)

スペクトログラム上で分離不可能な連続部分を記述する。

5. 母音中心層 (layer_5)

母音の特徴が最も著しくあらわれている部分を示すポインターを記述する。

6. コメント層 (layer_6)

上記 5層で記述しきれない現象に関して記述する。

3.3 各階層の表記

1. 音声記号ラベル

発声内容に対応させてセグメンテーションを行う。境界が決定できない場合は、その区間の分割を行わず音声

記号をカンマで区切って列記する。文字はすべて小文字。撥音のみ「N」を記述する。

2. イベントラベル

スペクトログラム上の変化に応じて音声記号層のセグメント内を複数の状態に分割する。

3. 異音化ラベル

異音化が発生している区間にセグメントを設ける。複数の音素にわたって異音化が発生している場合は、音声

記号層の境界にかかわらず異音化の発生時点から終了時点までをセグメントする。

dv: 無声化している区間

f r : 後続の摩擦音の開始後も、母音（撥音を含む）の低城のエネルギーが残留している区間。

（この区間は音声記号層、イベント層では摩擦音区間に含む）

4. 融合化ラベル

音声記号層、イベント層で予想される境界が明確でない場合、この層にセグメントを設ける。セグメントの境

界にはイベント層の境界を用いる。

5. 母音中心ラベル

母音の特徴が最も著しくあらわれているホルマントの 1点を示す。

（但し、母音が重なり合ったものに対してはマークしない場合もある→融合化の場合）

6. コメントラベル

記述の困難な現象についてローマ字表記または英語にて記述する。
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表 1:ヘボン式ローマ字表記法（音声記号層では、これらの表記を母音部と子音部にに分けて各々を記述する。）

ア イ ウ 工 オ

ア行 a I u e 

゜カ行 k a ki ku k e k o 

サ行 s a s h i s u s e S 0 

ク行 t a C h i t s u t e t 0 

ナ行 n a ll I • nu n e n o 

ハ行 ha h i f u he ho 

マ行 ma ffil mu me mo 

ヤ行 Ya yu y 0 

ラ行 r a r I ． r u r e r o 

ワ行 wa 

ン n (ラベリングには/N/を用いる）
ガ行 ga g i gu g e g 0 

ザ行 z a J .I  • z u z e Z 0 

ダ行 d a J ．I ． z u d e d o 

パ行 b a b i bu b e b o 

パ行 Pa p i pu P e p 0 

キャ行 kya kyu kyo 

シャ行 s h a sh u s h o 

チャ行 ch a chu C h 0 

ニャ行 n ya nyu n yo 

ヒャ行 hya hyu hyo 

ミャ行 mya myu myo 

リャ行 r ya r y u r y o 

ギャ行 gya gyu gyo 

ジ（ヂ）ャ行 j a J • u J ． 0 

ビャ行 by a by u by o 

ピャ行 PY a p y u pyo 

表 2:特殊な語

語

～ヲ WO  

。
～ヘ he 

h/a 
e
 ~->-- w/a 

表 3:外来音節の表記法

語 I音声記号層 Iイベント層
ファ f a f+a 

ティ t i t+i 

フィ f i f+i 

ディ d i d+i 

シェ s h e sh+e 

チェ c h e ch+e 

フェ f e f+e 

ンヽ＊ エ j e d j + e 

フォ f 0 f + 0 

（これらは一般的なケースである。）
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4 スペクトログラム出力 FORMAT

波形

スペクトル変化率

pow e r 

., 

KHz 

第3ホルマント

第2ホルマント

第1ホルマント

秒 (ms)

注）ホルマントとは

母音を特徴づける優勢な周波数成分をホルマントと呼ぶ。普通、母音には数個のホルマントがあって、周波

数の低い方から第1、第2、…．．ホルマントと呼んでいる。栂音は、声帯が周期的に開閉する事により生じ

た振動波が音源となり、口腔と鼻腔の形によって決まる共鳴特性によって変形されて母音の種類により特定

の周波数成分が強調されるものである。日本語では、 /a,i,u,e,o/の5母音があるが、国語によっ
ては 10種類以上あるものも多い。

「音声情報処理の基礎」より
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単音節（男性）

母音

1. 母音
. 
a, 1, u, e, o 

表記：音声記号層 a,i, u, e, o 

イベント層 a,i, u, e, o 

母音は原則としてピッチの始まりから母音とする。

母音には「く」，「＞」，「＊＞」と母音中心点がある。 「く」，「＞」，「＊＞」はピッチは出ているがホルマン

ト構造がくずれている部分、ピッチは出ていないが何らかのエネルギーがありホルマントに続いている部分と

する。ホルマント構造が整っている部分を母音中心点とする。

語頭のくずれ

語尾のくずれ

＜ 

‘’ ＞
 

>
-
＊
 

母音で始まる場合または、休止区間 (pau)の後ろ

無声子音 (k,t, P, s, sh, f, h, ch, ts) と無音区間 (cl,pau)の前

有声子音の前

／あ「 a」/

... 血ー
ふf¥ ．．

 ．． 
'・ 一．．．．.. ,,. 
：・~..・：・
•• •✓- •• 
ーこ ・•• ,、... 
... 
・．．＇・

---
釘
I 

練習 a,i, u, e, o 
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5.2 子音

子音には無声子音と有声子音の 2種類がある。

• 無声子音： k,t,p,s,sh,h,f,ch,ts 

• 有声子音： g,d,b,z (dj),j,r,n,m 

5.3 破裂

1. 無声破裂

k, t, p (除： chi,tsu) 

表記：音声記号層 k,t, p 

イベント層 c1/k, c 1/t, c 1/p 

無声破裂は、無音区間 (CI=クロージャー）と破裂区間（バースト）から構成されている。

「C I」や破裂が無い時はコメント層にコメント要。 「C I」は語頭の「k,t, p」には不要。

／か「ka」/

叫

． 
..Ill一 一

k a 

k a I> 

~ 

練習 ka, pa, ta 

k i ~k  o, p i ~p o, t e, t o 
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2. 有声破裂

g l d l b (除： ji,zu) 

表記：音声記号層 g,d, b 

イベント層*C I/ g ,* C I/ d ,* C I /b  

有声破裂は、有声を表す区間(*C I =バズバー）と破裂区間（パースト）とから構成されている。

時により「*C I」が無いもの、あるいは破裂が無いものがある。

／が「ga」/

．．
 
J
.
 

・-: .. .. , , ．． 
•．．ヽ：・・, .. 

区 .~::.-- r,::;:!W:'.~ ~~~ =i:::::.:::: ~, ~ •~::.!: . ·~~ ［エエ ~!~~ ~-~~ I .._ず~~ ..a...& ::. ず 2 __ ...., "ヽ":::.£

g a 

f'=cn, a I> 

祖

練翌 ga,da,ba

gi~go,de,do,bi~bo 
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，
 5.4 摩擦

l. 無声摩擦

s, sh, h 

表記：音声記号層 s,sh, h 

イベント屈 s,sh, h 

（表記についての注意「 fu」→音声記号層 f、イベント層h)

摩擦は 8KHzのあたりにエネルギーが強く出るので、そこを他の音韻との境界とする。単語中で「 C I」が

無い場合は破擦音の始まりを境界とみる、更に直前の母音が破擦音区間に残っている場合はその部分を「 fT」

(22ページ6.2.4) とする。

／さ「 sa」/

叫幽柘・

．
 

●-

s a 

s a I> 
．．． 

祖

練習 sa, ha 

shi----so,hi----ho (fuの音に注意）
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2. 有声摩擦

j'z 

表記：音声記号層 j'z

イベント層 *cl/dj,*cl/z

（表記についての注意 j→音声記号層 j、イベント層dj 

イベント層に jと表記すると拗音 (16ページ5.10) となってしまう。）

有声破裂のようなパズバー(*C 1)があるが無い時もある。摩擦部分については無声摩擦と同様の考え方で

良い。母音との境界は第1ホルマントに着目し変化のある所を境界とする。

／ざ「za」/

晶叫幽伽

. .. -

．．「「

．． 
--- z a ... 
... ,fJz a I> ---

．．． 
... 
祖

練習 za, j i 

z u, z e, z o 
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5.5 破擦

l. 破擦

C h, t s 

表記：音声記号層 C h't s 

イベント層 cl/ch,cl/ts

無声破裂と同様に無音区問 (C I)があるが、語頭の場合「 C I」は不要。単語中で「 C I」が無い場合は破

擦音の始まりを境界とみる、更に直前の母音が破擦音区間に残っている場合はその部分を「 fr」 (22ページ

6.2.4) とする。

／ち「 C h i」/

心す＂・心贔幽如

..... 

0― 
... ．、 ．、 -.. ー ・ヽ・ ヽ'' ・ヽ

... ch i ---

... ch i I> ---
... 
---
l 

練翌 Ch i』,t s u 
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5.6 撥音

音撥

N

ー

表記：音声記号層 N

イベント層 N

撥音は子音の部類に入るが扱いは母音に準じる。ただし、母音ではないので母音中心点は不要。語尾のくずれ

「＞，＊＞」を付与する場合もある。 （甚準は母音と同様）

／ん「N」/

.

r
』
L

,, 出w.m,,r,uw

饉 • 一．
 

ii 
... 

n" 
.・.・ 

膚瞬飩
臼賣；,i 

疇蜘魯．
な・―・,,,,: ・'.,.-;_:._ぶ-•~-ょ苓．． ご;,-•,:::~冒・員眉禰枷,::ー・ぷ．•．、·-和．·..i・.";., ;;:,:;,.:,, 
し;.'. I'. ; ·1~.. I .. ~·l~.'I .. i'lo・ ・1・ ・4・lo・ ・1・ ・ ~L; ・ ・1・ ・ ~·l~· ・ ・1・ ・ ~·!~ ● ●'. I'. ~·l~·.'I''~·1~、, .. I ,1~~~·,I, 1i~~·,I, 1, 嘉。，．

卜

練習 N
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5.7 流音

1. 流音

r 

表記：音声記号層 r

イベント層 r

有声音である。母音の第1ホルマントより低い位置に有声を表すpowerがあらわれる。 「r」と後ろに続

く母音との境界付近にバーストの様な powerがあらわれる場合があるので、この powerも含めて「 r」

とする。

／ら「 ra」/

． .... ..- 一_..,,,. 

夏・ a 
1・ a I> 

~ 

練習 ra 
． 
r 1~r o 
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5:8 鼻子音

l. 鼻子音

n m ， 

表記：音声記号層 n,m 

イベント層 mm

有声音である。 「r」と同様、母音の第 1ホルマントより低い位置に有声を表すpo w e rが現れる。次に続

く母音との境界付近にバーストの様な powerがあらわれるので、このpowerも含めて「n」, 「m」と

する。

／な「na」/

.
-
［
［
L
 

·-~ ・つ一・!.贔鬱柵

一

一ギー』

n a 

エ血 a I> 

祖

練翌 na, ma 

n i~no, mi~mo 

• ‘ヽ
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5.9 半母音

1. 半母音

Y, w 

表記：音声記号層 y,w

イベント層 Y,w 

有声音である。母音中心点は不要。語頭の「y」, 「W」の場合、

境界はホルマント構造が一番変化している部分をとる。

くずれがあれば「く」を付与する。母音との

／や「Ya」/

・

一

●

L

~4嘱し

II 一 ．
 

• 
豆l>.f----

.. .. ✓ . , ＇鳳 .、．
"' 

．．． y a ．．． 
... 且y a I:::, ---

... 

... 
祖

練醤 ya,w a 

y U, y 0 
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5.10 換音

l. 拗音

j 

表記：音声記号層 y

イベント層 j

例） ky→ C I /k/ j 

有声音である。低域のピッチが始まっている部分からを拗音とする。栂音との境界は半母音のように一番変化

の大きい部分を境界とする。音声記号層では「ky」,「sh」のように拗音を含めて 1音とする。

／きゃ「kya」/

畠伽・,

L~ ~.. 一

．． 

... ky a ．．． 
．．． klj a I> ．．． 

... 

... 
~ 

練習 kya, sh a, ch a, h ya, p ya 

gya, bya, j a,mya, rya 

t
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6 単語（男性）

6.1 母音と母音の境界

ホルマント構造の一番変化の大きい部分を境界とする。

／請け合う「uk ea u」/

I 
L._..._ ......... ..__ .... -_........ 
l 

→咄 “日-刷kt• 』-
』幽..J ... ,_,. ....... 心,.. , ~.. .,. 

'ゞ 鼠__,,'¥ -~ 

a
-
a
 

u 

u I> 

練習 ukeau,ikioi
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6.2 融合化

境界の明確でないものをカンマを用いて表記する。

6.2.1 融合する音

1. i'y 

2. u, w 

3. N, w 

4. N, n, N, m 

（表記：音声記号層 N,n,N,m 

イベント層 N,mm)

／電話「deNwa」/

儡刷9幽，1)/jj訓,,直幽出

........ 論嵐幽幽““•ヽ.........

” 
.、・.
. -・-・' ,,. , ... ., .. .. , ・s-,
．．・ ・ヽ

ヽ

. ヽ・ ヽヽ '、, → . ·••" ... 

．．． d e N:,.'¥V a 
—·-．．． *cl~ e N,.w a I> ... 

... 
．．． N,.w- ---

~ ~ 
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6.2.2 融合になることが多い音

l. N,* C I 

Nの後に有声摩擦音 (z,j)か有声破裂音 (g,d, b)が続く場合、 「*C I」は必ず有るものとする。 「N」

と「*C I」があきらかにセグメントできる場合にのみ境界を設け「*C I」の範囲が不明確な場合は、 「N」

と「*C I」の融合とする。

2. N, y 

3. 0'w 

4. cl j, i 

（その他にもホルマント構造を見て境界が見分けにくいものは融合としてよい。）

／番組「baNgumi」/

I I 
に•-HH- ・ Ht-ー呻ー M-~•----.J 

，．，・'・・.- .'ー：；．．．．．． ..... =・・.. /=; 

... 
N;:,*cl 
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6.2.3 特殊な融合

単語内における母音同士の融合（融合化層は表記しない）

1. 母音の重なりが形態素境界にまたがっている場合

例） b~i (場合）

2. 活用語幹と語尾である場合

例） f u r旦王（奮う）， kawaii (かわいい）

／いちじるしい「 ichijirushii」/

L ...........」......_~ 

l 

20 
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6.2.4 

1. 

異音化

d V （デボカライズ） ：母音が無声化の時。

無声子音にはさまれた母音（特に「 i」と「 U」)は無声化になりやすい。

／極端「kyokutaN」/

• ゃ ~'l--1-· 

ヽ幽•

~_,,...__,.._,,-.._—_,.........,___,_...._へ-~----―T'\..'\__
：ぷi_;-誌，

~1-'. ・衣松恐._,.
ふ

.. -.,, ~: .. ;"_ ' . ; 颯邸聾・鱒ii:-
．涵.. . . ,・. ・.. : —, ：: :-・. . ,._. -: ., .、,:

蓋澄・芯・． 硲： を望堺---;・ .. ,._. ·:•: .. ,,., 年_:_・.、一.> ,_._ -. ・. . . . ~-'. ・・．．・;.'_r .'. . 
;·i、』• ぷ．り・-'・.'.
: t .'"fu'. .---. --~; :,:-:・.:'・:. _. .. 
’• ぷ・ョ・ .. 
： 食. {・・' : . ・: 喜 ， i知 ，岱； . ' ' '・、. . 
芯： ： ；： _; ・ ' _.・ 肛： : ; -~- . ・遠iH !)蛉．．．ー： ― ，．こ:・. . . .,・-ギ・.,. ・・双.'="'-糾：；：． ．． 
・.. ・, •. ; •'¥, ぎ．

.. 
.'a屯ゞ ・・

・.-(, -~.. 私：・応L:'
マ

------:- -・ 
. •·. -~. . ,・.' 
・; •• • .・;;, .:, ヽ： -',: . 

，・ 、 . . •. '•/ そ~ ': . -~_;_--·_. ・ーギ... . . ー：t .. ・：・．

b'''I, ·1·~~·'I, -~L''I, -~·J~,,1,,4., ., .. ,. ·~·I.'''I,'1,I.'''I,·:.:'···'I,''.1.'''I,-~·, .. ,,I,,··'·~·,I,''''·•~ 亭

~-• - ＾ヘ

．．． k;v 

゜
k,u t a N ... 

... kjj o I> cl k cl~ a N I> ... 
--- dv ．．． 
．．． k:,U ．．． 

p 祖

練習 kyokutaN

kisetsu 
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2. f r (フリカティブ） ：摩擦音区間に直前の母音のピッチが残留している区間。

特殊な例として、破擦音区間に「 fr」を表記することもある。 (26ページ8.7)

／おごそか「 ogosoka」/

I →しー→伽• 叫

[ .......................... .......__....__. 一 “ヽ・菖●贔曇曇島●量濯曇厨

l ,1 ____,.,,,____. ヘ
-., 

糾

練翌 frの例（一部が fr、全域が fr) 
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6.3 長母音

形態素を考慮し、母音の重なりが形態素に含まれていれば長母音とする。

l. 前提 (zeNtei),百姓 (hyakushou)の様にローマ字表記では 2音だが、発声では「 e」,

の1音の場合を長母音とする。また、ノート (nooto)などの外来語も同様である。

「O」

語 音声記号層 |イベント層 I母音中心点 I
前提

百姓

zeNt e i ， 

hyakush二
e
 

要

゜ ” 
•ノート n o o t o ， 

゜ ” 

／前提「zeNtei」/

し．←ャ...____,,_,_._ ...... --""-'I 

」←1』,- 叫~~\h

.、.
こ
・
・
・

•
>
・．．
 ．．．．． ．． ．．． 

9

t

.

 

•
>
・

.'i 
••• 

••• 

-・
 ．
 
．．． 
•r .‘
 ••• 
●

●

-

午
ぷ

e 

e e > 

練習 zeNtei

hyakushou 
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7 単語（女性）

基本的な考え方は男性と同じだが特徴としては、

1. 男性よりも音が高いので、ホルマント構造が男性よりもやや高い位置にある。

2. 破裂がはっきりしているが、破裂の前に出る「*C }」が見えないときがある。

3. 男性よりホルマント構造が見え難くなっている。

などである。

／勢い「 ik i o i」/

"' ‘‘‘ ・~ ヽ,_ ヽ• _,.、 9 ・ヽ

．．．． i k i 

゜
i ---

--- i cl lk i 
゜

i ---... 
．．． 

~ ~ p ~ 

練習 21 6単語
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8 特殊な例（単語）

8.1 特殊な「＞」，「＊＞」

1. 「＞」は「 C I」の前の母音の崩れ（過渡区間）に付与するが、次の場合も付与可能とする。

• 「s,sh,h,f」の前の場合。

• C lが無く、母音の直後に「k,t,p,ch,ts」がある場合は、コメント層にコメントを必要とする。

コメント例） 100.0~120.0の"k"の'C I'が無く、 'CI'にあたる部分を'>'とする。

• 母音の後部に破裂のような powerがでている場合は、母音の崩れとつながっている時は「＞」や「＊

＞」に含める。崩れの部分との間に空間があいていれば無視する。

2. 「＊＞」は有声子音「*c I, g, d, b, z, d j, mm, r」の前の母音及び「N」の崩れに付与する。 「z」や

「dj」の低域に少しでも有声のpowerがあれば付与する。ただし、次の場合には「＞」を付与する。

• 「*C I」にあたる区問が「 C I」 （無音）になっている場合。

• 有声摩擦音「 z, d j」であるが、 「*C I」がなく摩擦部の低械 (200~300Hz)に有声を示す

エネルギーも無い場合。

8.2 破裂音に関する例

1. 語頭の「d,b, g」が現れない場合は、コメント層にコメントを必要とする。 （参： 27ページ 8.9)

語

Iビル (bir u) 
layer_l b, i 

layer_2 i 

layer_3 

layer_4 

layer_5 i 

コメント例） 100.0----200.0"b"の脱落。

2. 無音区問の一部にpowerがある場合は、直前の母音の崩れの終わりを境界とする。母音の崩れには「＞」、

破裂音の無音区間は「 C I」とし、コメント層にコメントを必要とする。

コメント例） 200.0~300.0"cl" の低域に power がある。

3. 撥音「N」の後に有声破裂音「d,b,g」が続く場合は、必ず「*C I」があるものとしてラベルを付与する。

「N」と「*C 1」の境界が明確な時は境界を設け、不明確な時は融合化(「N,*c 1」)とする。 （参： 25ベー

ジ8.3)

4. 無声破裂音「k,t, p」と破擦 (ch,ts)の「 C 1」のpowerについては、破裂のような powerが

無声区間「 C 1」内にある時、破裂部に近いところにあれば破裂に含めてしまう。そうでなければ、 「C 1」

の中に含めて特別なラベルは付与しない。

8.3 摩擦音に関する例

1. 「j'z」の「*C I」の無音化の場合は、無声部分は「 C I」とし、 「C I」と「dj , z」を含んで「 j'z」

とする。

2. 撥音「N」に続く「 j'z」の低域にエネルギーがない場合は、撥音に続く摩擦音の場合「*C I」は必ずある

ものと考える。そのうえで、撥音と「*C I」の境界が明確な場合は境界を設け、不明確な場合は融合化(「N,*

C I」)とする。
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語

l案外 (aNgai)
layer_l N, g 

layer_2 N,*cl/g 

layer_ 3 

layer_ 4 /N,*cl/ 

layer_5 

8.4 「r」に関する例

1. 「r」の破裂状のpo w e rだけが現れて低城にpowe rが現れない場合は、無音区間と破裂を含め「 r」

とし直前の音は無声化とする。

2. 破裂状のpowe rがなく低城にpowerも現れない場合は、無音区間を「r」とみなす。

8.5 融合化に関する例

無声摩擦音と母音との融合で、低城全体にpowerがある場合は、本来なら「 fr」とするところだが母音と

の融合のため、どこまでを「 fr」にすればいいかが識別不可。そのため、融合化として扱う。

8.6 「dV」に関する例

1. 同じ無声子音にはさまれた母音の無声化は、音声記号層は発声リストに基づき、イベント層には無声子音をひ

とつだけ表記する。融合化層は音声記号層と同じ音を表記する。

語

い~ukuI"_u) j 
layer_l k 'u ' k 
layer_2 k 

layer_3 dv 

layer_4 k , u , k 

layer_5 

2. 拗音を含んだ無声化は、イベント層にはスペクトログラム上に現れている音を表記し、融合化層には必ず拗音

も表記する。

語

I出発 (shuppatsu)」
layer_ 1 sh, u 

layer_ 2 s h 

layer_3 dv 

layer_ 4 sh, j, u 

layer_5 

3. 有声子音に続く母音の無声化は、現象的には無声化であり、表記は無声子音に続く母音の無声化と同じである。

語

い戸~(wazukana) j 
layer_ 1 z ， u 
layer_ 2 * C I/ z 

layer_ 3 dv 

layer_ 4 z ， u 
layer_5 

8.7 「fr」に関する例

1. 「fr」と「 dV」が同時におこった場合は、 「fr」に相当する区間を先に決め、そのあとに「dV」の区

間を決定する。
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語

layer_1 sh, i 

layer_2 s h 

layer_3 fr /d  v 

layer_ 4 s h, i 

layer_5 

l会議室 (kaigishitsu)

2. 母音の低城のエネルギーが摩擦音区間中ずっと残留している場合は、残留している区間全体を「 fr」とする。

語

layer_ 1 h 

layer_2 h 

layer_3 f r 

layer_4 

layer_5 

l利発 (rihatsu)

3. 2の現象であり、かつ無声化している場合は、 「fr」を優先するので区間全体を「 fr」とし「dV」は表記

しない。また、コメント層にコメントを必要とする。

語

layer_l sh, u 

layer_2 s h 

layer_3 f r 

layer_4 s h, j, u 

layer_5 

l萎縮 (ishuku)

コメント例） 200.0~300.0全体が"f r "だが、母音は無声化している。

8.8 単語内のpau 

母音（撥音）と母音（撥音）の境界など、本来無音が現れない部分に無音区間がある場合は、 「pau」とする。

また、無音区間に接するホルマントが崩れている場合は「＞」，「く」を付与する。

語 単位 (taNi)

layer_1 N/pau/i 

layer_2 N (>) /pa u/  (く） i 

layer_3 

layer_ 4 

layer_5 I ． 

8.9 音声の脱落

音声記号層は発声リストに甚づき表記し、イベント層は実発声に従って表記する。コメント層にコメンドを必要

とする。

語

layer_ 1 ID ， l 
layer_2 l 

layer_3 

layer_ 4 

layer_5 i 

！見る (mi r u) 

コメント例） 100.0~200.0"m" の脱落。
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8.10 発声ミスに関する例

1. 言葉の完全な読み誤りの場合などは、実際の発声に準じて音声記号層を表記し、コメント層にコメントを付与

する。

語

layer_l ka/ga/ru 

layer_2 II 

layer_3 

layer_4 

layer_5 a/a/u 

lかかる (kakaru)

コメント例） 200.0~300.0 リストでは "kakaru"、発声では "kagaru"。

2. 発声が曖昧になりやすい言葉の場合は、音声記号層は発声リス日に準じ、コメントは付与しない。

（リストでは「アルミニウム」、発声では「アルミニューム」となっている時など）

語 lアルミニウム (aruminiumu)
arumi/n, i,u/mu 

a r u mm  i /mm j, u/m u 

layer_1 

layer_2 

layer_3 

layer_4 1 

I丁~-ーパ―；ーロ 0--r--------;7~Tニパ ——--i 
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，
 

文章（男性）

1. 単語のラベルと同様であり、休止区問 (pau)のラベルだけが新たに加わる。

2. 音声記号層の特殊な表記 (4ページ表2)

3. 融合化

• 接頭語

り送ぉ

~
~
．
 

語 音声記号層

o,okuri 

|イベント層 I融合化層 I
| 。 I 不要 I 

• 文節間の融合

語 音声記号層 Iイベント層 1融合化層 I

資料を

衰料をお送り

shiryouwo 
'' 

shiryo uwo o okur 
'''' 。

0

,

 

,

0

 

0

,

 

゜ ゜

0

,

 

,

0

 

0

,

 

゜



，
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／資料をお送りする「 si ryouwoookur i suru」/

r 濯....."'—『—•

~ •~. .-..Ir』....  -

枷[™,.,

-人...... 

.t・.:: ぷ索.,--:1,-・ ·• .. ,'• ．． 
:-:: 

• >・.  .、・...・. .. 

N,.i:n:nt OJ//,0 

•••—.. ,-L 
-.. J-・. .-・・/-¥"-: . ●●● : . . . . . . . 

叫 囁叫~ー―｀．斗—疇[

-

苫
o,.u,.-wo 

0~ ゚
>I< 

ぶ：・・/.

o,.o 

゜
＞ 

疇

,a•• 

0110 s,u 
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10 文章（女性）

単語同様、基本的な考え方は全て男性と同じである。

／梅が咲く「umegasaku」/

囀ーー曇

」L

□

-

一-暑．．—-—-一I -..... 

一.-..,,... - ヘ；¥,.-.., 
...,._/ ,---—-—--~ —へ． ..... 

~ —. , —·-

．
 

｀
 

．．
 
•1-· 
．．． 

』

．．
 ー・J .

.

 

．．
 

・:.-.1 . ...,_ 

/.¥J_: ... , .. 

. .';__・. 

u 1rn1 e g1 a 

u lnunl e !*ell a 
s
-
s
 

a k 

a 1>1 cl 
ll 

klu 
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11 特殊な例（文）

11.1 「く」，「＞」に関する例

文節境界に現れた母音と母音のホルマント境界が不明確な場合は、 po w e rに着目し一番powe .rの落ちて

いる部分で境界を設け、その境界の前後のホルマントが崩れていれば「＞」，「く」を付与する。

語
I ayer_ 1 wo/o 

1 ayer_ 2 o>/<o 

layer_3 

I ayer_ 4 

layer_5 o/o 

I~をおまかせする。 (~w o om a k a s e s u r u) I 

11.2 p a LIに関する例

1. 文節、単語の境界での休止区間（呼気段落の切れ目）以外の「pau」がある場合は、 「k,t,p,ch,ts」

の前の無音区間も、それが文節にあたるのであれば「pau」とする。

2. 文発声などで、 「～ですね」 「～ですが」という発声があった場合は、 「ね」や「が」の前の，r;u」は無声化
することがある。このような時は無音区間を「pau」とする。 （参： 27ページ8.8)

語 , ,....., ですね (,.....,desune) / 

： laye一r―1. ・--I s, n/p a 11,/n 
layer_2 s/pau/n 

layer_3 dv 

layer_4 s , u 

layer_5 

11.3 音声の脱落

音声記号層は発声リストに基づき表記し、イベント層は実発声に従って表記する。コメント層にコメントを必要

とする。 （参： 27ページ8.9)

語

layer_ 1 a 'r ' u 
layer_ 2 a 

layer_3 

layer_ 4 

layer_5 a 

lーである。 (~d e a r u) J 

コメント例） 200.0~300.0"r,u"の脱落。

11.4 発声ミスに関する例

言葉の完全な読み誤りの場合などは、実際の発声に準じて音声記号層を表記する。ただし、発声が曖昧になりや

すいことばの場合は、音声記号層は発声リストに準じる。 （参： 28ページ8.10)

語し-竺:う_(......,t O i U) __ J 
layer_l i/u 

layer_2 y/u 

layer_3 

layer_ 4 

layer_5 
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1. 無声破裂「k,t, p」と破擦「 C h't s」に「 C I」が無い場合。

• 100.0~200.0"k" の, C I , が無く、,C I, にあたる部分を'>'とする。

• 100.0~200.0"t" の, C I , が無い。

2. 無声破裂「k,t, p」の破裂が無い場合。

• 100.0~200.0"p" の'burst' が無い。

3. 「C I」や他の無声音の区間に低域にpowerがある場合。

• 100.0~200.0"k" の'C I'の低城にpowerがある。

4. 「fr」でもあり、 「dV」でもある場合。

• 100.0~200:o"s,u"の全域が'f r'だが母音は無声化している。

5. 寵前の母音のピッチが低城に残っている場合。 （摩擦音の直前は「 fr」)

• 100.0~200.0"k"の低域に母音が残っている。

6. 破裂部分や摩擦部分などに formantが見られる場合。

• 100.0~200.0"t"の破裂部分に "0 "の formantが見られる。

7. 無声摩擦「 s,sh, h」が有声化している場合。

• 100.0-200.0"h"が有声化している。

8. 文頭か「pau」の後に、あきらかなデータ外の音があった場合。

• 100.0-200.0異音の挿入。

9. 拗音が見られない場合。

• 100.0-200.0"jri"の拗音が無い。

10. ラベルが脱落している場合。

• 100.0----200.0"r"の脱落。

33 

□ 11. 発声ミスがあった場合。
• リストでは "watashi"、発声では "watakushi"。
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